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石川県立美術館だより
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● ６月前半の展覧会

●  ６月の企画展示室

● 美術館バスツアー募集

●  キッズプログラム夏休み体験講座募集

● 行事予定

● 所蔵品紹介

 ■ 百万石大名の装い ─甲冑・陣羽織─ 前田育徳会尊經閣文庫分館

 ■ 生誕100年　森本仁平展  第3展示室

 ■ 工芸にみる鳥の意匠  第5展示室

県文　絹本著色三尊来迎図　西念寺蔵
ー仏教絵画－

吉田荘八「銀彩樹光鳥語花器」
ー工芸にみる鳥の意匠－
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仏
教
絵
画
と
は
広
い
意
味
で
は
仏
の
像
や
経
典
の
内
容

な
ど
、
仏
教
に
関
す
る
題
材
を
扱
っ
た
絵
画
を
さ
し
て
い

ま
す
。
通
常
は
、
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
る
仏
教
諸
尊
の
画

像
を
さ
し
て
お
り
、
仏
画
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
寺
院
の
壁

画
の
ほ
か
、
絹
、
紙
、
板
に
描
い
た
絵
画
が
あ
り
、
版
画

等
も
含
み
ま
す
。

　

仏
画
は
諸
尊
や
経
の
内
容
、
祖
師
の
肖
像
な
ど
が
、
定

め
ら
れ
た
様
式
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
い
て

独
特
の
造
形
や
、
ま
た
見
る
者
に
対
し
て
訴
え
か
け
る
心

理
的
な
部
分
を
い
か
に
表
現
す
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
作
者
個
人
の
自
由
な
創
造
性
は

そ
こ
に
は
見
つ
け
に
く
く
、
気
ま
ま
な
変
更
も
許
さ
れ
な

い
独
特
の
絵
画
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
厳
重
な

制
約
の
中
に
も
、
風
土
や
時
代
、
作
品
の
芸
術
的
感
覚
に

よ
っ
て
、
数
多
く
の
優
れ
た
仏
画
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
対

し
て
合
掌
し
、
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
で
深
い
精
神
性
が
生

み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

仏
画
の
歴
史
は
、
絵
画
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
仏
教
の
伝
わ
っ
た
飛
鳥
時
代
に
そ
の
歴
史
は
始
ま

り
、
次
々
に
伝
え
ら
れ
る
新
し
い
仏
教
と
と
も
に
仏
画
の

様
相
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
は
、
中
国
・

朝
鮮
の
大
陸
文
化
の
受
容
と
展
開
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代

後
期
に
な
る
と
、
日
本
的
な
独
自
の
表
現
と
様
式
を
生
み

出
し
、
仏
画
の
黄
金
時
代
を
迎
え
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
入

る
と
禅
宗
や
浄
土
宗
、
日
蓮
宗
な
ど
の
新
仏
教
が
お
こ
り
、

内
容
的
に
も
写
実
的
で
多
種
多
様
で
変
化
に
富
む
様
相
を

示
し
ま
す
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
に

は
、
仏
教
絵
画
は
次
第
に
絵
画
史
の
主
流
を

外
れ
る
こ
と
と
な
り
、
遺
さ
れ
る
作
品
も
減

少
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
石
川
県
指
定
文
化
財
を
中
心

に
当
県
に
伝
わ
る
仏
画
を
紹
介
し
ま
す
。

6月16日（木）～7月12日（火）会期中無休

学芸員の眼
　

仏
画
を
内
容
か
ら
み
る
と
、
①
釈
迦
関
係
、
②
大
乗
仏
教
関
係
、
③
密
教
関
係
、
④
浄
土
教
関
係
、
⑤
神
仏
習
合
（
垂

迹
）
関
係
、
⑥
そ
の
他
の
六
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
分
類
は
そ
の
ま
ま
仏
教
の
歴
史
と
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

仏
教
伝
来
期
に
は
仏
像
と
同
様
に
釈
迦
如
来
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
次
い
で
薬
師
如
来
や
弥
勒
菩
薩
な
ど
大
乗
仏
教
の

諸
尊
が
描
か
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
初
期
に
は
空
海
、
最
澄
ら
の
僧
が
相
次
い
で
入
唐
し
、
日
本
へ
系
統
的
な
密
教
を
伝

え
、
修
法
に
用
い
る
た
め
の
各
種
の
曼
荼
羅
や
仏
画
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
後
期
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
住
す
る
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
再
生
を
願
う
浄
土
信
仰
が
広
ま
り
、
阿
弥
陀
如
来

来
迎
図
な
ど
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
仏
を
本
地
と
し
そ
の
仏
が
救
済
す
る
衆
生
に
合
わ
せ
た
形
態（
垂
迹
）を
取
っ

て
こ
の
世
に
出
現
し
て
く
る
と
す
る
垂
迹
説
も
こ
の
時
代
か
ら
で
す
。
鎌
倉
時
代
、
禅
宗
の
普
及
に
と
も
な
っ
て
、
頂
相

と
呼
ば
れ
る
祖
師
像
も
数
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。

第2展示室特別陳列 仏教絵画

石川県文　両界曼荼羅図（金蔵寺蔵）金沢市文　涅槃図（高厳寺蔵）
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早春の岸辺　森本仁平

　
「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
、
前
田
育
徳
会
が

所
蔵
す
る
藩
主
代
々
の
甲
冑
や
陣
羽
織
を
公
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
往
時
の
威
容
を
展
示
室
で
再
び
想
い
描
い
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
展
示
作
品
の
な
か
か
ら

甲
冑
、
陣
羽
織
、
鐙
を
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
「
黒
塗
六
十
二
間
甲
冑
」
三
代
利
常
所
用

　

加
賀
藩
の
甲
冑
（
加
賀
具
足
）
の
特
徴
と
し
て
、
様
々

な
素
材
を
用
い
た
工
芸
技
術
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
装
飾
技

法
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
他
藩
の
甲
冑
と
大
き
く
異
な

る
と
こ
ろ
で
す
。
三
ツ
鍬
形
の
前
立
を
付
け
た
黒
漆
塗
の

六
十
二
間
筋
兜
に
、
紫
糸
威
（
お
ど
し
）
の
胴
の
前
後
に

大
き
く
桜
文
を
配
し
た
具
足
で
す
。
桜
は
古
来
よ
り
日
本

人
に
も
っ
と
も
好
ま
れ
た
花
で
あ
り
、
そ
の
散
り
際
の
潔

さ
が
武
士
道
に
通
じ
る
点
か
ら
、武
具
に
も
多
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
猪
目
文
陣
羽
織
」
五
代
綱
紀
所
用 

　

陣
羽
織
と
は
、
戦
国
時
代
以
降
武
将
が
具
足
の
上
か
ら

着
用
し
た
外
被
で
す
。
こ
の
陣
羽
織
は
、
黒
の
羅
紗
地
の

背
に
、
赤
の
羅
紗
地
で
大
き
く
猪
の
目
を
切
嵌
技
法
で
あ

し
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
相
手
を
威
嚇
す
る
効
果

は
十
分
で
す
が
、
陽
炎
を
神
格
化
し
た
摩
利
支
天
が
武
人

の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
摩
利
支
天
は
猪
に

騎
乗
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
文
武
両
道
を
示
す
綱
紀
の

高
い
見
識
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
真
向
兎
文
銀
象
嵌
鐙
」　 
  

鐙
（
あ
ぶ
み
）
と
は
乗
馬
の
際
に
鞍
の
両
側
に
吊
る
し
て

足
裏
を
支
え
る
道
具
で
す
。
こ
の
鐙
は
正
面
に
真
向
の
兎

を
大
き
く
面
象
嵌
で
配
し
、
さ
ら
に
毛
並
み
を
線
象
嵌
で

表
す
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
鐙
象
嵌
の
技
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

真
向
兎
は
「
百
工
比
照
」
に
収
め
ら
れ
た
引
手
に
も
見
ら
れ
、

謡
曲
「
竹
生
島
」
に
由
来
す
る
「
波
兎
」
文
様
な
ど
、
兎

は
多
産
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
所
作
か
ら
繁
栄
や
飛
躍
の
象

徴
と
し
て
美
術
工
芸
品
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

洋
画
家
森
本
仁
平
氏
（
一
九
一
一
│
二
〇
〇
四
）
の
生

誕
百
年
に
際
し
、
当
館
所
蔵
品
に
よ
る
、
特
集
展
示
を
行

い
ま
す
。

　

森
本
氏
は
明
治
四
十
四
年
石
川
県
大
聖
寺
生
ま
れ
。
東

京
美
術
学
校
師
範
科
を
昭
和
七
年
に
卒
業
し
、
美
術
教
師

と
し
て
岩
手
県
一
関
へ
赴
任
。
そ
の
後
幾
度
か
転
任
し
、

二
十
年
四
月
朝
鮮
で
現
地
召
集
を
受
け
、
ソ
連
軍
に
よ
っ

て
シ
ベ
リ
ヤ
へ
連
行
さ
れ
ま
す
が
途
中
脱
走
、
虎
口
を
逃

れ
妻
子
と
共
に
帰
国
さ
れ
ま
す
。
戦
後
は
一
関
に
あ
っ
て

日
本
美
術
会
一
関
支
部
を
結
成
、
同
時
に
自
由
美
術
協
会

に
出
品
を
重
ね
ま
す
。
こ
の
頃
の
作
品
は
社
会
派
と
し
て

の
制
作
で
あ
り
、
時
代
へ
の
批
判
精
神
が
作
品
に
漲
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
七
年
、
教
員
生
活
を
終
え
て
画
業
に
専
念
す

る
六
十
歳
前
後
か
ら
、
作
風
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
外

を
見
つ
め
て
い
た
眼
が
自
己
の
中
へ
と
向
か
う
の
で
す
。

四
十
九
年
制
作
の「
空
の
肖
像
」と
題
す
る
自
画
像
に
よ
っ

て
写
真
を
指
向
、
以
後
は
風
景
画
に
本
領
を
見
い
だ
し
ま

す
。「
通
俗
で
あ
ろ
う
と
、
日
常
的
な
視
野
の
中
で
、
事

実
に
即
し
た
実
感
と
し
て
の
詩
情
を
大
切
に
し
た
い
」
と
、

い
ず
れ
の
作
品
も
丹
念
な
描
写
が
な
さ
れ
、
広
大
な
大
気

が
広
が
る
の
で
す
。
黄
褐
色
、
ア
ン
バ
ー
系
に
画
面
は
統

一
さ
れ
て
、
春
霞
の
頃
の
よ
う
な
暖
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

本
展
は
森
本
氏
が
社
会
に
目
を
向
け
て
描
い
た
四
十
四

年
の
「
地
層
」
か
ら
、
悠
久
の
時
を
感
じ
さ
せ
る
「
一
本
橋

と
外
燈
」
な
ど
平
成
九
年
の
作
品
ま
で
十
八
点
に
よ
り
、
静

寂
で
敬
虔
な
氏
の
絵
画
世
界
を
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

百万石大名の装い
─甲冑・陣羽織─

生誕100年
　　森本仁平展

5月11日（水）～7月12日（火）会期中無休6月16日（木）～7月12日（火）会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館第3展示室

真向兔文銀象嵌鐙
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工
芸
作
品
と
い
え
ば
、
陶
芸
、
漆
芸
、
染
織
、
金
工
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
形
態
も
多
様

で
す
。
基
本
的
に
日
常
生
活
の
な
か
で
使
用
す
る
『
用
』

と
し
て
の
機
能
を
意
識
し
な
が
ら
、『
鑑
賞
』
と
い
う
側

面
に
工
夫
を
凝
ら
し
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

も
の
の
表
面
に
意
匠
が
施
さ
れ
ま
す
が
、
表
現
は
多
彩
で
、

点
や
線
、
面
な
ど
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
抽
象
的
な
幾

何
学
図
形
か
ら
、
自
然
の
形
象
の
写
生
を
基
に
描
か
れ
た

絵
画
的
な
も
の
ま
で
、
実
に
幅
広
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。　

今
回
の
工
芸
部
門
の
特
集
展
示
で
は
、
と
く
に
鳥
の
意
匠

に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
個
性
的
な
鳥
の
表

現
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
雀
、
鳩
、
鶏
、
鷺
、
鵜
、
雁
、
翡
翠
、
尾
長
鳥
、
孔

雀
、
鶴
、
鶉
、
雷
鳥
な
ど
、
具
体
的
な
鳥
の
姿
を
見
せ
る

も
の
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
な
形
に
整
理
さ
れ
一
般
的
な
鳥
の

イ
メ
ー
ジ
に
文
様
化
さ
れ
た
も
の
、
さ
ら
に
鳳
凰
と
い
う

架
空
の
伝
説
的
な
鳥
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
な
ど
、
多
く
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
出
せ
ま
す
。
ま
た
そ
の
姿
は
、
飛

翔
す
る
、
舞
い
降
り
る
、
さ
え
ず
る
、
つ
い
ば
む
、
た
た

ず
む
な
ど
、
鳥
の
生
の
鼓
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
印

象
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
た
ち
が
活
発
に
活
動
す
る
初
夏
、
美
術
作
品
の
中
に

変
化
に
富
ん
だ
鳥
の
形
や
色
を
鑑
賞
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

 　

五
月
十
一
日
（
水
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
「
百
万
石
大
名
の
装
い
」

■
第
１
展
示
室

　

国
宝 

色
絵
雉
香
炉 

野
々
村
仁
清

　

重
文 

色
絵
雌
雉
香
炉 

野
々
村
仁
清

■
第
２
展
示
室
【
古
美
術
】

　

五
月
十
一
日
（
水
）
〜
六
月
十
二
日
（
日
）

　
　
「
長
谷
川
等
伯
と
そ
の
周
辺
」

　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

特
別
陳
列
「
仏
教
絵
画
」

■
第
3
展
示
室
【
油
彩
画
】

　

四
月
二
十
四
日
（
日
）
〜
六
月
十
二
日
（
日
）

　
　

フ
ー
ド
の
女 

高
光
一
也

　
　

舞
妓
十
二
題
（
京
舞
他
５
点
） 

宮
本
三
郎

　
　

傀
儡
師 

吉
田
冨
士
夫

　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

特
集
展
示
「
生
誕
100
年 

森
本
仁
平
展
」

■
第
４
展
示
室
【
彫
刻
】

　

四
月
二
十
四
日
（
日
）
〜
六
月
十
二
日
（
日
）

　
　

特
集
展
示
「
顔
〜
様
々
な
表
情
」

　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

歌
郷 

尾
形
喜
代
司

　
　

ワ
・
タ
・
シ
今
ナ
ニ
ヲ 

梶
本
良
衛

　
　

微
風 

山
本
力
吉

■
第
５
展
示
室
【
現
代
工
芸
】

　

五
月
十
九
日
（
木
）
〜
六
月
十
二
日
（
日
）

　
　
（
陶
磁
）
花
絵
扁
壺 

河
井
寛
次
郎

　
　
（
漆
工
）
平
文
光
輪
棚 

大
場
松
魚

　
　
（
染
織
）
春
秋
野
外
遊
楽
図
訪
問
着 

初
代
由
水
十
久

　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

特
集
展
示
「
工
芸
に
み
る
鳥
の
意
匠
」

■
第
６
展
示
室
【
日
本
画
】

　

四
月
二
十
四
日
（
日
）
〜
六
月
十
二
日
（
日
）

　
　

輪
廻 

石
川　

義

　
　

三
人
の
刻 

中
村　

徹

　

六
月
十
六
日
（
木
）
〜
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

夏
日 

稲
元　

実

　
　

丘
の
家
族 

羽
根
万
象

特集展示
工芸にみる鳥の意匠主な展示作品
6月16日（木）～7月12日（火）会期中無休

第5展示室コレクション展示室

肉合研出宇豆良水指　　佐治賢使
昭和21年　第1回日展特選

舞妓十二題（京舞）　宮本三郎

夏日　　稲元　実　 花絵扁壺　　河井寛次郎 ワ･タ･シ今ナニヲ
梶本良衛
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セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
で
は
、
自
画
像
と
作
品
、

パ
レ
ッ
ト
と
作
品
、
こ
れ
ら
三
種
全
て
と
い
っ
た
組
み
合

わ
せ
に
、
肖
像
写
真
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

第
７
展
示
室
か
ら
本
展
は
始
ま
り
ま
す
が
、
最
初
に
目
に

す
る
の
は
安
井
曾
太
郎
と
梅
原
龍
三
郎
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

安
井
と
梅
原
は
共
に
明
治
二
十
一
年
京
都
生
ま
れ
で
師
も
同

じ
く
浅
井
忠
、
パ
リ
留
学
の
時
期
も
ほ
ぼ
同
時
と
い
う
ラ
イ

バ
ル
で
す
。
安
井
の
自
画
像
は
パ
リ
で
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ

リ
ア
ン
（
私
立
の
美
術
学
校
）
で
学
ん
だ
後
、
自
由
制
作
に

励
ん
で
い
た
頃
の
作
品
。ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
安
井
の
裸
婦
デ
ッ

サ
ン
は
、
日
本
の
画
学
生
の
憧
れ
、
あ
る
い
は
規
範
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
頃
安
井
は
こ
う
い
う
顔
を
し
て
い

た
の
か
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
梅
原
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
有
吉
佐
和
子
氏
を
描
く
梅

原
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
大
き
く
引
き
伸
ば
し
て
バ
ッ
ク
と
し
、

そ
の
前
に
画
材
や
パ
レ
ッ
ト
を
並
べ
て
い
ま
す
。
梅
原
の
代

名
詞
と
い
う
べ
き
薔
薇
を
描
い
た
パ
レ
ッ
ト
は
、
安
井
の
パ

レ
ッ
ト
と
指
を
入
れ
る
穴
の
位
置
が
違
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
の

写
真
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
、
梅
原
は
左
利
き
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
時
計
回
り
に
白
か
ら
黄
、
赤
、
緑･･･

と
絵
具

の
配
列
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
は
白

が
占
め
る
面
積
で
す
。
安
井
は
大
き
く
梅
原
は
小
さ
い
。
つ

ま
り
安
井
は
白
を
ど
の
色
に
も
混
ぜ
て
渋
く
く
す
ま
せ
、

梅
原
は
混
ぜ
ず
に
色
の
発
色
を
生
か
す
の
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
〝
発
見
〞
の
多
い
展
覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

4月24日（日）～6月12日（日）会期中無休5月11日（水）～6月12日（日）会期中無休

　

今
回
の
展
示
は
、
長
谷
川
等
伯
が
信
春
と
号
し
て
生
地

七
尾
で
制
作
し
た「
日
蓮
聖
人
像
」（
実
相
寺
蔵
）と「
十
六

羅
漢
図
」（
霊
泉
寺
蔵
・
石
川
県
指
定
文
化
財
）
に
等
伯

の
四
男
、
長
谷
川
左
近
の
「
十
六
羅
漢
図
」（
大
乗
寺
蔵
・

石
川
県
指
定
文
化
財
）
と
長
谷
川
派
に
よ
る
「
柳
橋
水
車

図
」（
大
乗
寺
蔵
）
を
加
え
て
、
長
谷
川
等
伯
の
初
期
の

画
業
か
ら
没
後
の
画
風
継
承
の
様
相
を
、
飛
び
石
的
に
紹

介
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
等

伯
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
、
桃

山
画
壇
を
牽
引
し
た
狩
野
永
徳

の
「
松
樹
禽
鳥
図
」（
個
人
蔵
・

石
川
県
指
定
文
化
財
）
も
あ
わ

せ
て
展
示
し
、
桃
山
の
時
代
相

を
概
観
し
ま
す
。

　

本
展
は｢

首｣

作
品
の
多
彩
な
表
情
と
表
現
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。｢

顔｣

を
中
心
と
す
る
首
作
品
の
楽
し
み

方
に
は
、
多
彩
な
表
情
を
眺
め
る
こ
と
は
元
よ
り
、
像
主

の
人
と
な
り
や
性
格
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
ま
た
著
名
人
の

肖
像
で
あ
れ
ば
そ
の
人
物
の
人
格
や
業
績
を
思
い
出
し
自

ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
て
み
る
。
ま
た
作
品
を
作
っ
た
作

家
の
眼
を
辿
る
こ
と
の
ほ
か
、
鑑
賞
者
が
作
品
の
内
に
思

い
出
の
人
の
面
影
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

｢

顔｣
の
作
品
を
通

し
た
多
彩
な
人
間

表
現
の
世
界
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

セルフ・ポートレイト展 
─キャンバスの中の巨匠たち─

1F企画展示室

長谷川等伯と
その周辺

第2展示室

4月24日（日）～6月12日（日）　会期中無休

顔 ～様々な表情～
第4展示室

中村研一像　　吉田三郎

石川県指定文化財
「松樹禽鳥図」（部分）狩野永徳（個人蔵）

セルフ・ポートレイト展　会場風景

六
月
前
半
の
展
覧
会
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6月16日（木）～19日（日）会期中無休
午後5時閉室

6月22日（水）～27日（月）会期中無休
午後6時閉室

6月22日（水）～26日（日）会期中無休
午後6時閉室

6月30日（木）～7月4日（月）会期中無休
午後6時閉室

　

光
風
会
は
、
明
治
四
十
五
年
の
創
立
で
、
数
多
い
美
術
界

に
あ
っ
て
最
も
古
く
、
豊
か
な
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
美
術
団
体

で
す
。
そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
具
象
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
常
に
新

し
い
レ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
金
沢
展
は
、
今
春
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
中
か
ら
、
基
本
作
品
七
十
四
点
と
本
県
在
住
作
家
の
作

品
四
十
四
点
（
内
基
本
作
品
三
点
）、
計
百
十
八
点
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

◆
主
な
出
品
者

　

庄
司
栄
吉
、
清
原
啓
一
、
寺
坂
公
雄
、
藤
森
兼
明
（
以

上
芸
術
院
会
員
）、
丹
下
健
三
、
桂
川
幸
助
・
古
庵
千
恵

子
（
以
上
理
事
工
芸
）、
円
地
信
二

◆
入
場
料

・ 

一　

般　

七
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
） 

　

大
学
生　

三
〇
〇
円
（
二
〇
〇
円
）、
高
校
生
以
下
無
料

　

 （ 　

）
内
は
前
売
り
料
金　

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、　

　

会
員
証
提
示
で
前
売
り
料
金
に
な
り
ま
す
。

　
「
日
本
画
を
志
す
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
的
概
念

や
会
派
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
で
新
し
い
発
想

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
画
制
作
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
・
模
索
と
石

川
県
内
で
の
発
表
の
機
会
を
設
け
、
自
己
の
研
鑽
に
努
め
、

石
川
県
の
美
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
。」
と
し
、
新

た
な
日
本
画
の
会
と
し
て
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
年
齢
層
は
幅
広
く
、
モ
チ
ー

フ
も
風
景
や
静
物
、
動
物
や
植
物
、
具
象
や
抽
象
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
石
川
県
内
の
日
本
画
家
の
意
欲
作

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
輪
島
市
鵜
入
町
二
│
三
十
七　

　
　
　
　
　

石
川
県
日
本
画
会
事
務
局
長　

宮
下
和
司

　
　
　
　
　

T
E
L　

〇
七
六
八
―
二
二
―
七
一
四
二

　

加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
は
現
在
、
十
名
の
友
禅
作
家
が

会
員
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
加
賀
友
禅
の
正
統
な
技
術
保

存
と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
石
川
県
の
無
形
文
化
財
に
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨
を
推
進
す
る
た
め
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
の
が
こ
の
展
覧
会
で
す
。

　

昨
年
の
三
十
二
回
展
よ
り
公
募
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
、

広
く
一
般
の
方
に
も
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

加
賀
友
禅
に
お
け
る
新
し
い
感
性
と
創
造
的
作
品
の

数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
入
場
料
／
四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）
高
校
生
以
下
無
料　

 

※
（　

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金 

◇
主　

催
／
協
同
組
合　

加
賀
染
振
興
協
会

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
小
将
町
八
│
八　

　
　
　
　
　

加
賀
友
禅
伝
統
産
業
会
館
内　

 

　
　
　
　
　

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
事
務
局 

　
　
　
　
　

T
E
L　

〇
七
六
│
二
二
四
│
五
五
一
一　

　

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、
平
成
元
年
度
発
足
、
同
二
年

に
第
一
回
公
募
展
を
開
催
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

公
募
展
は
石
川
県
内
の
水
墨
画
会
諸
会
派
及
び
一
般
個
人

を
統
合
す
る
当
協
会
が
行
う
展
示
会
で
す
。
こ
れ
は
、
過

去
の
公
募
展
の
実
績
に
照
ら
し
承
認
さ
れ
た
会
員
の
研
鑽

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
く
県
内
よ
り
一
般
公
募
し
、

厳
正
な
審
査
の
上
入
選
作
を
展
示
し
、
水
墨
画
の
普
及
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
各
会
派

主
宰
の
作
品
を
始
め
、
会
員
並
び
に
一
般
公
募
の
意
欲
的

な
表
現
に
よ
る
、
楽
し
み
な
協
会
展
な
ら
で
は
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
け
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
料
無
料

◇
連
絡
先
／
能
美
市
高
坂
町
ハ
九
九
の
│
一
一
五

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

佐
藤　

剛

　
　
　
　
　

T
E
L　

〇
七
六
一
│
五
五
│
五
二
九
九

第22回
石川県水墨画協会公募展

第7～9展示室

第33回 
伝統加賀友禅工芸展

第8・9展示室

第97回 光風会展金沢展 第２回 石川県日本画会展
第7～9展示室 第7展示室
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参加者募集！第9回美術館バスツアー
能登の寺社を訪ねて
今回は、その土地で文化財を観ることを目的とした能登への旅です。未曾
有の災害によって、尊い人命だけでなく貴重な文化財も失われている今、
四年前の震災から復興しつつある能登の寺社を訪れて、地元石川県の豊か
な文化を体感していただきます。ぜひご参加ください。

期　
　

日
／
六
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
（
午
前
八
時
二
〇
分
に
金
沢
駅
出
発
の
予
定
で
す
。）

参
加
費
／
六
、〇
〇
〇
円
（
会
員
外
／
六
、二
〇
〇
円
）

募
集
定
員
／
四
十
四
名

【
見
学
予
定
地
】

◆ 

高
爪
神
社
／
加
賀
藩
前
田
家
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
志
賀
町
の
神
社
で

す
。
県
指
定
文
化
財
の
書
状
な
ど
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

◆ 

總
持
寺
祖
院
／
輪
島
市
門
前
町
に
あ
る
、
曹
洞
宗
の
古
刹
で
す
。
寺
宝

の
「
四
季
花
鳥
図
」
な
ど
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

◆ 

明
泉
寺
／
飛
鳥
時
代
の
白
雉
三
年
（
六
五
二
）
に
開
か
れ
た
、
奥
能
登

で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
真
言
宗
の
名
刹
で
す
。

【
申
込
み
方
法
】

◇ 
往
復
は
が
き
に
左
記
の
事
項
を
記
入
し
、
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

① 

往
信
は
が
き
の
裏
面
に
「
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
と
明
記
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
番
号
（
友
の
会
会
員
の
み
）
を

お
書
き
下
さ
い
。

②
返
信
は
が
き
の
表
面
に
は
返
信
先
を
は
っ
き
り
と
お
書
き
下
さ
い
。

③
返
信
は
が
き
の
裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で
下
さ
い
。

◇
応
募
先

　

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二
│
一

　

石
川
県
立
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
係

　

応
募
締
切
り
／
六
月
十
三
日
（
月
）
必
着

　

※ 

応
募
者
一
名
に
つ
き
、
往
復
は
が
き
一
通
で
ご
応
募
下
さ
い
。
一
人

で
何
通
も
出
さ
れ
た
も
の
や
、
連
名
の
も
の
、
記
載
事
項
が
不
備
な

も
の
な
ど
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

夏
休
み
に
美
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
小
学
生
親
子
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
ご
応
募
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
親
子
で
共
に
制
作
で

き
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
作
品
完
成
後
は
、
広
坂

別
館
に
展
示
し
ま
す
。
参
加
費
は
、
実
費
と
し
て
千
円
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

応
募
締
切
り　

七
月
八
日
（
金
）　

必
着               

■
定
員
・
時
間
／
各
回
十
五
組
三
十
名　

午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

◆
一
・
二
年
対
象
「
か
く
れ
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う
！
」
八
月
一
日
（
月
）

　

木
切
れ
で
、
自
分
の
宝
物
な
ど
を
か
く
せ
る
建
物
を
つ
く
り
ま
す
。

　
（
一
年
生
・
午
前
一
〇
時
、
二
年
生
・
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
）

◆
三
・
四
年
対
象
「
か
ご
を
あ
も
う
」
七
月
二
十
七
日
（
水
）

   

紙
ひ
も
で
か
ご
を
あ
ん
で
み
よ
う
。

◆
五
・
六
年
対
象
「
油
絵
に
挑
戦
！
」
七
月
二
十
九
日
（
金
）

   

油
絵
の
具
を
使
っ
て
絵
画
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

宛
先
／
〒
九
二
〇
│
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二
│
一

　

石
川
県
立
美
術
館　

普
及
課
宛

　
 　
 

参
加
希
望
す
る
講
座
名
・
保
護
、
児
童
の
氏
名
・
学
年
・
住
所
、
電
話
番

　
　

号
、
返
信
先
に
ご
自
分
の
お
名
前
、
住
所
を
記
入
し
、
ご
応
募
下
さ
い
。

　
　

※ 
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

前
田
家
と
尊
經
閣
文
庫
を
、
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
企
画
。

　
「
百
万
石
文
化
講
座
」
を
今
年
も
行
い
ま
す
。
秋
十
一
月
ま
で
に
三
回
の
講
演

会
を
予
定
し
て
お
り
、
第
一
講
は
六
月
十
二
日
（
日
）、
金
沢
市
史
の
専
門
委
員

を
勤
め
て
お
ら
れ
た
長
山
直
治
氏
に
よ
る
「
加
賀
藩
主
の
生
活
│
十
一
代
治は

る

脩な
が

の
日
記
『
大
梁
公
日
記
』
に
見
る
│
」
で
す
。
第
二
講
以
降
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

百
万
石
文
化
講
座

■
土
曜
講
座　
　
　
　

十
三
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

二
十
五
日

「
高
橋
介
州
と
加
賀
象
嵌
」

南　

俊
英 
担
当
課
長

■
百
万
石
文
化
講
座　

十
三
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

十
二
日

「
加
賀
藩
主
の
生
活
│
十
一
代
治は

る

脩な
が

の
日
記

『
大
梁
公
日
記
』
に
見
る
│
」
元
金
沢
市
史
専
門
委
員

　
　
　
　
　

長
山
直
治
氏

■
ビ
デ
オ
上
映
会　
　

十
三
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

五
日

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
〜
静
寂
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
〜
（
30
分
）

人
間
を
見
つ
め
る
眼
写
楽
／
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
（
30
分
）

十
九
日

加
賀
百
万
石　

美
と
歴
史
風
土
（
33
分
）

い
し
か
わ
の
文
化
財
│
工
芸
品
・
工
芸
技
術
編
（
21
分
）

6月の
行事予定

申
込
み
方
法
（
往
復
は
が
き
）

参
加
者
募
集
！
（
小
学
生
親
子
対
象
）

 

夏
休
み
制
作
体
験
講
座
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舞
い
降
り
る
雁
の
姿
を
、
呉
須
の
力
強
く
簡
潔
な
線
描
で

と
ら
え
、
そ
の
上
に
透
明
な
紫
の
釉
を
か
け
て
、
生
き
生
き

と
し
た
躍
動
感
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
背
景
は
、
重
ね
菊

の
小
紋
で
埋
め
尽
く
し
て
鮮
や
か
な
緑
の
釉
で
覆
い
、
緑
豊

か
な
大
地
、
ま
た
見
方
に
よ
っ
て
は
海
原
を
連
想
さ
せ
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
控
え

め
に
配
さ
れ
た
芦
が
黄
色
で
表
さ
れ
、
ま
る
で
瞬
間
的
に
光

る
稲
妻
の
よ
う
な
輝
き
を
見
せ
、
効
果
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
力
強
い
筆
致
で
対
象
の
形

を
描
き
、
そ
の
上
に
た
っ
ぷ
り
と
し
た
透
明
な
紫
、
緑
、
黄

の
色
釉
を
か
け
て
、
器
面
全
体
を
塗
り
つ
ぶ
す
表
現
は
、
伝

統
的
な
い
わ
ゆ
る
古
九
谷
青
手
の
手
法
を
学
び
継
承
し
た
も

の
と
い
え
、
本
作
は
そ
れ
を
現
代
的
感
性
で
活
か
し
て
制
作

し
た
、
作
者
の
代
表
作
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　

作
者
は
、
能
美
市
（
旧
寺
井
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧

姓
は
岩
田
、
本
名
を
吉
二
と
い
い
、
小
松
の
初
代
・
松
本
佐

吉
の
養
子
と
な
り
、
松
雲
堂
四
代
を
継
ぎ
ま
し
た
。
近
代
陶

芸
の
巨
匠
・
板
谷
波
山
に
師
事
し
、
戦
前
は
帝
展
、
戦
後
は

日
展
、
昭
和
三
十
年
か
ら
は
日
本
伝
統
工
芸
展
を
中
心
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
作
風
は
、
戦
前
に
お
い
て
は
上
絵
に
陶
彫

や
象
嵌
な
ど
を
施
し
た
作
品
、
戦
後
四
十
年
代
か
ら
は
磁
器

に
よ
る
釉
裏
金
彩
の
技
法
、
五
十
年
代
か
ら
は
古
九
谷
や
吉

田
屋
の
伝
統
の
真
髄
に
せ
ま
っ
た
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

6月の休館日は
13日（月）～15日（水）

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　　※（　　）内は団体料金

6月の開館時間
　午前9：30～午後6：00
　（4日・11日は午後7：00まで開館）

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

訂
正

　

前
号
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
通

信
に
お
い
て
掲
載
し
た
「
茶
道
美
術
名

品
図
録
」
の
定
価
を
二
、〇
〇
〇
円
と
記

載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
二
、五
〇
〇

円
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

次回の展覧会 7月16日（土）～9月6日（火）
コレクション展示室

前田育徳会尊經閣文庫分館 第2展示室

書跡と文房具 古九谷・再興九谷名品展

第4展示室 第6展示室

西山英雄と一門展 夏休み親子で楽しむ美術館
「さがしてみよう」

企画展示室　7月16日（土）～8月21日（日）

ホノルル美術館所蔵　北斎展


